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感性 令和6年度
高知県

働き方改革
トップセミナー感性 トップセミナートップセミナートップセミナー

コミュニケーション
～女性活躍推進の極意

～

15：30～17：00（OPEN15：00）

定員／200名（先着順）

（事務局：高知県商工労働部雇用労働政策課）
高知県働き方改革推進会議

共催：高知県経営者協会

～女性活躍推進の極意
～

～女性活躍推進の極意
～

2024 412/ 水

会場

講師

オンラインでも生配信！（要申込）

高知市丸ノ内1丁目2-20
TEL：088-823-9764 お申し込みは

こちらから

11月27日（水）2024年 17：00申込締切

定員／200名（先着順）

講師

15：30～17：00（OPEN15：00）
4

ザ クラウンパレス
新阪急高知 花の間
株式会社 感性リサーチ 代表取締役

黒川 伊保子
定員／200名（先着順）
黒川 伊保子黒川 伊保子氏講師

会場
ザ クラウンパレスザ クラウンパレス
新阪急高知 花の間新阪急高知 花の間新阪急高知 花の間
株式会社 感性リサーチ 代表取締役

黒川 伊保子黒川 伊保子黒川 伊保子
高知県高知市本町4丁目2-50　3階



専用申し込みサイト https://wlb-kochi.com/2306
上記URLまたはQRコードから申込サイトにアクセスし、必要事項を記入して送信してください。

この事業は、厚生労働省の「地域活性化雇用創造プロジェクト事業」として実施しています。
地域雇用開発助成金（地域雇用開発コース）を受給される事業主がこのセミナーを受講された場合には、助成金が上乗せ（1回目のみ）されます。

黒川 伊保子
I H O K O 　 K U R O K A W A

1959年、長野県生まれ、栃木県育ち。
1983年奈良女子大学 理学部 物理学科卒。
ヒトと人工知能の対話研究の立場から、コミュニケーション・サイエンスの新領
域を拓いた、感性研究の第一人者。脳の気分を読み解くスペシャリスト（感性
アナリスト）である。
コンピュータメーカーにてAI開発に携わり、男女の感性の違いや、ことばの発
音が脳にもたらす効果に気づき、コミュニケーション・サイエンスの新領域を
拓く。2003年、㈱感性リサーチを設立、脳科学の知見をマーケティングに
活かすコンサルタントとして現在に至る。特に、男女脳論とネーミングの領域で
は異色の存在となり、大塚製薬のSoyJoyをはじめ多くの商品名に貢献。
人間関係のイライラやモヤモヤに〝目からウロコ〟の解決策をもたらす著作も
多く、『妻のトリセツ』をはじめとするトリセツシリーズは累計で100万部を超
える人気。

講師プロフィール

近著

お申し込みは
こちらから

◎当日はZoomを使用します。あらかじめZoom視聴環境のご用意をお願いします。
　開催前日までにお申し込みいただいたメールアドレスへ参加用URLをお送りします。
◎質疑応答時はチャットにて質問を受け付けます。

◎受付のため名刺をご持参ください。

◎当日欠席された場合や接続できなかった場合は、録画配信をご利用いただけます。

会場参加

オンライン
参加

共通事項

受講スタイル選べる

「夫のトリセツ」「妻のトリセツ」（講談社＋α新書）「家族のトリセツ」（NHK出版新書）
「息子のトリセツ」「母のトリセツ」（扶桑社新書）
「娘のトリセツ」「思春期のトリセツ」(小学館新書)
「不機嫌のトリセツ」「恋のトリセツ」（河出新書）「職場のトリセツ」（時事通信社）
「人間のトリセツ　～人工知能への手紙」（ちくま新書）人工知能は、天使か悪魔か？
「ことばのトリセツ」（インターナショナル新書）ことばの本質とは何か
「共感障害　～”話が通じない”の正体」（新潮社）　若者に急増する、新たなストレスの火種！
「定年夫婦のトリセツ」（SB新書）　定年が怖くなくなる
「コミュニケーション・ストレス」（PHP新書）「ヒトは7年で脱皮する」（朝日新書）
「英雄の書　～すべての失敗は脳を成長させる」 (ポプラ新書)　人生という冒険に立ち向かう者へ
「母脳」（ポプラ社）　AI時代の子育て指南。妊娠に気づいた日から、子どもが巣立つその日まで
「恋愛脳」「夫婦脳」「運がいいといわれる人の脳科学」「家族脳」「成熟脳　～脳の本番は56歳から始まる」（新潮文庫）

多く、『妻のトリセツ』をはじめとするトリセツシリーズは累計で100万部を超

「夫のトリセツ」「妻のトリセツ」（講談社＋α新書）「家族のトリセツ」（NHK出版新書）

「不機嫌のトリセツ」「恋のトリセツ」（河出新書）「職場のトリセツ」（時事通信社）
「人間のトリセツ　～人工知能への手紙」（ちくま新書）人工知能は、天使か悪魔か？

「共感障害　～”話が通じない”の正体」（新潮社）　若者に急増する、新たなストレスの火種！

「コミュニケーション・ストレス」（PHP新書）「ヒトは7年で脱皮する」（朝日新書）
「英雄の書　～すべての失敗は脳を成長させる」 (ポプラ新書)　人生という冒険に立ち向かう者へ
「母脳」（ポプラ社）　AI時代の子育て指南。妊娠に気づいた日から、子どもが巣立つその日まで
「英雄の書　～すべての失敗は脳を成長させる」 (ポプラ新書)　人生という冒険に立ち向かう者へ


